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の特徴
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貝 事業所職員 その他 合 計出席者
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1人 1人 1人 1人 2人 1人 10人

項 目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結 意 見 今回の改善計画

A事業所自己評価の確認
事業所自己評価の内容を踏まえ、

日々の支援内容の意味をしつかりと考
え、根拠のあるケアを行う。

事業所自己評価の内容を伝えるよう
に書類を作成し、周知を行うが、今―
つの効果を見られていなかった。
ケアの質に関しても、なぜ行うのかを

職員1人 1人 が理解できるようになるま
での学びが足りなかった。

改善計画については、もう少し具体
性 (いつ、だれが、何を、どうやって等)

があつたほうが、評価しやすいのでは
ないかと思います。

職員の質を向上させるために、一人
で行く訪問も二人で訪間に行き、互い
にどのような支援を行っているかを確
認する訪間を調整する。また、ミーティ
ングで意見をまとめ振り返りを行う。

看板の設置を進める(

事業所の存在を知って頂けるよう立
て看板の作成を行う。

看板を作成し見えやすい場所に設置
することができた。
三和の名前も入った看板も作成し、

サポートセンターであることをアピール
できた。
看板の内容をしつかりと作成し、興味

を持ってもらえるようなものにしていけ
るよう、職員全体で検討をしていきた
い。

事業所は信濃川も近く、自然環境が
良く利用者には申し分ない施設だと思
います。

少しでも季節感を感じられる工夫が
見られています。

参考資料として普段出入りされている
方々へのアンケート結果を付けていた
だけたので、とても評価しやすかったで
す。良い工夫だと思いました。

具体的な看板の内容を検討し、地域
への情報発信を行う。

センター内外で季節感を感じられるし
つらえを行う。

地域の行事への参加を行う。

小学校を始め、これまでの交流の機
会を振り返り継続した関わりを行う。

地域の行事は中止となり参加出来な
かった。
交流する機会が持てなかったので、

日々の挨拶を交わす事が関わりの中
心になっていた。

クリーン作戦やお祭りに参加出来る
ように、これからも働きかけを続けてく
ださい。

地域のクリーン作戦への参加は良しヽ
機会だと思います。

コロナ禍において、地域とかかわる機
会を持つことが難しかつたと思います
が、クリーン作戦への参加など、できる
範囲で努力されていることがわかりま
した。

まちのねが開催できない状況にて、
自主的な活動を実施していく。(清掃活
動など)

地域の方の情報収集を行えるように
地域の方、ご利用者の近隣の方、地域
のサービス提供に係る方と関わりを
持っていく。

ご利用者の主治医と情報共有をする
機会を多く持つことが出来た。
主治医との関係性を築き、ご利用者

の生活の中で欠かせない体調管理に
繋げていく事が出来た。今後も継続的
な関わりを行つていきたい。

事業所自己評価「4地域での暮らし
の支援」でもあるように、特定の民生委
員との関わりを持てていることは良いこ
とと思いますが、他の地域の方との関
わりを、まずは日頃の挨拶やちょっとし
た会話等をきっかけに少しずつ拡げる
ことで、利用者を地域全体で支えること
に繋がれば良いと思いました。

地域に出向くことができない昨今です
が、早く地域と関われる日が来ることを
原員うばかりです。

1階のフロアを地域のお茶のみ場の
ような形で、なにか出来ないだろうか。

ご利用者の住まわれる地域の民生委
員との関わりを持ち、情報共有を行う。

参加委員
業所の取り

の方と情報交換を行い、事
組みに活かす。

書面開催で行う事がほとんどでしっ
かりと意見交換をすることが出来な
かった。
顔を合わせた会議では多くの意見を

やり取りできたので、できる限り開催を
行いたい。または書面でもやり取りでき
る方法を検討する。

三和の民生委員さんには運営推進会議
に参加してもらつているが、左近の民生委

員さんとも交流が出来るといいと思う。

運営推進会議での結果をPRし、潜在的な

利用希望者の発掘に努めて欲しい。

書面会議での開催で、なかなか事業所の

思いを伝えることが難しく御苦労されている

と思いますが、伝わりやすい資料づくりのた

めに様々な工夫をされていることがわかり
ました。ある意味 、対面開催より大変だった

と思いますが、ありがとうございました。

対面形式の会議が開催出来ても、参
加者の意見を出しやすい様に評価資
料を準備する。

災害時、緊急時に活用し
にサポートセンターの使用方法を周知
する。

り今回は調整で
きなかった。
センターの福祉避難所としての活用

などを看板に記載し地域へ発信した。
もう少し内容を具体化し、伝えて行ける
ように改めて検討したい。

1災害に対する取組みが、今回の資料
等でよくわかりました。特に、地域に向
けた「災害時の避難について」による情
報発信は、地域の方がいざという時に
頼りになる存在として安心できると思い
ます。災害時の地域との連携につい |
て、地域の方と一緒に考える機会があ |
るといいと思います。(例年は事業所の

|

防災訓練等に地域の方が参加された
|

りするのでしょうか。        |

様々な災害を想定しての訓練は行つて
いて損はないことだと思います。地域
に向けて福祉避難所である事の発信
はとてもよいと思います。

看板や回覧板を通じ、小規模三和が
福祉避難所として活用できる場所であ
ることをアピールしていく。

B事業所のしつらえ・環境

C事業所と地域のかかわり

D地 域に出向いて本人の暮らし
を

支える取組み

E運 営推進会議を活かした取組
み

F事業所の防災・災害対策

町ヽ(まち)

をヽ込め、月

|


